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若手研究者海外挑戦プログラムによる派遣を終了しましたので、下記のとおり報告いたします。
なお、下記記載の内容については相違ありません。

記

1.派遣先： アトランタ（国名アメリカ合衆匡

2.研究課題名（和文）

と高感度検出

ペプチドの特異結合を組み込んだ水性高分子二相系によるタンパク質の分離

3.派遣期間： 平成３０年４月14日～平成３0年７月23日(１０1日間

4.受入機関名・部局名 ジヨージアエ科大学バイオメデイカルエ学科Takavama研究室

5.派遣先で従事した研究内容と研究状況(1/2ページ程度を目安に記入すること）
これまでに所属研究室において、低温では水に溶解し、高温では不溶化することが知られる代表

的な温度応答性高分子であるポリＷイソプロピルアクリルアミドHPNIPAM)に対して特異的に結
合するペプチドを遺伝子工学的に構築されたライブラリーから同定した。さらにモデルタンパク質
であるヒト血清アルブミンにペプチドを修飾することで､加熱操作によるPNIPAMの水への不溶化
を利用して、ペプチドで修飾したタンパク質を高効率にPNIPAMと共沈殿させた分離に成功してい
る。しかしながら、タンパク質をPNIPAMと共沈殿させることは疎水環境への濃縮によりタンパク
質の変性を引き起こす可能性がある。一方で派遣先の研究室では、異なる二種類の高分子水溶液が
互いに相溶せず、二相に分離する現象である水性二相系(ATPS)を用い、生体親和的な環境下で生
体分子の検出や細胞のマイクロパターニングを実現している｡そこで､本研究ではPNIPAMのATPS
中における分配を利用し、ペプチドで修飾したタンパク質を高効率に分離することを目的とした。
モデルタンパク質である緑色蛍光タンパク質(GFP)のⅣ末端にPNIPAM結合性ペプチドを遺伝

子工学的に融合した。ポリエチレングリコール(PEG)とデキストラン(Dex)からなるATPS中で
はPNIPAMはPEG相へと分配された｡ペプチド融合GFPはATPS中でDex相へと分配されたが、
PNIPAMとともに混合した場合､相転移温度以上ではペプチド融合GFPはPEG相へと分配された。
一方で、ペプチド非融合のGFPの場合はPNIPAM存在下であってもDex相へと分配され、ペプチ
ドとPNIPAM間の結合によって、本来はDex相に分配されるタンパク質をPNIPAMと複合体を形
成させることで、PEG相に分配することに成功した。さらに相転移温度以下まで冷却した結果、
GFP/PNIPAMの複合体が崩壊し、GFPがDex相へと移動し、温度により分配を制御できた。




